
工
藝
史
研
究
の
か
ど
で
に
際
し
て
抱
負
の
一
端
を
か
た
る
田
邊
孝
次
君
美

術
學
校
助
教
授
田
邊
孝
次
君
は
文
郡
留
學
生
と
し
て
来
月
廿
日
横
濱
解
攪
の

諏
訪
丸
で
ニ
ケ
年
間
欧
米
見
學
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
氏
の
研
究
科
目
は

「
エ
藝
史
」
で
あ
っ
て
主
と
し
て
フ
ラ
ソ
ス
に
滞
在
研
究
す
る
筈
で
あ
る
。

因
に
美
術
學
校
卒
業
生
（
氏
は
彫
刻
科
出
身
）
に
し
て
學
究
方
面
の
留
學
生

は
氏
を
以
て
最
初
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
大
に
美
校
の
為
め
に
氣
を
吐
い
て

よ
い
。
氏
は
語
る
『
東
洋
方
面
の
エ
褻
史
は
之
ま
で
正
木
校
長
が
講
座
を
持

つ
て
居
ら
れ
た
が
、
エ
藝
問
題
の
盛
に
な
り
つ

4
あ
る
今
日
、
更
に
厭
米
の

工
藝
品
に
封
し
て
も
研
究
す
る
必
要
を
感
じ
た
為
め
に
私
が
行
く
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
と
思
ふ
。
途
中
エ
ジ
プ
ト
に
寄
つ
て
古
代
の
エ
藝
品
を
研
究
し
後

フ
ラ
ソ
ス
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
巴
里
で
は
丁
度
明
年
四
月
か
ら
萬
國
工
藝

美
術
装
飾
博
覧
會
が
開
催
さ
れ
る
か
ら
非
常
に
好
都
合
で
あ
る
。
尚
ほ
私
は

前
田
侯
爵
の
紹
介
で
巴
里
の
家
庭
の
人
と
な
っ
て
深
く
。ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
嗜

好
、
宜
用
方
面
を
も
研
究
す
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
。
そ
の
間
英
、
伊
、
等
を

も
見
學
、
米
國
を
紐
て
大
正
十
六
年
四
五
月
頃
蹄
朝
の
豫
定
で
あ
る
』
と
。

氏
は
既
に
大
村
西
崖
氏
に
師
事
し
て
東
洋
方
面
の
研
究
は
五
ケ
年
ば
か
り
や

り
今
回
の
欧
米
留
學
に
よ
っ
て
西
洋
方
面
の
研
究
も
出
来
る
わ
け
で
蹄
朝
後

は
新
に
「
エ
藝
史
」
の
一
講
座
を
撥
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

旅
券
を
前
に

田
辺
の
留
学
に
つ
い
て
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。

金
工
科
、
鋳
造
科
、
漆
工
科
の
予
備
科
理
事
を
つ
と
め
、
ま
た
、
同
十
二
年
十

一
月
以
降
は
工
芸
部
第
一
学
年
理
事
と
な
り
、
自
ら
も
工
芸
史
研
究
を
志
し

た
。
同
十
三
年
十
二
月
日
本
工
芸
協
会
創
立
の
際
は
主
事
に
推
さ
れ
て
い
る
。

（
大
正
十
一一一
年
十
月
二
十
七
日

『読
売
新
聞
』
）

田
辺
は
大
正
十
三
年
十

一
月
二
十
二
日
に
出
発
。
追
っ
て
イ
タ
リ
ア
も
在
留

国
に
加
え
ら
れ
た
。
彼
は
本
校
校
友
会
文
芸
部
監
督
や
月
報
編
集
発
行
代
表
者

を
長
く
つ
と
め
て
い
た
関
係
上
、
滞
欧
中
の
消
息
や
論
説
が
月
報
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
説
の
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ

仏
蘭
西
の
美
的
教
育
に
就
き
（

一
、
初
等
学
校
）
第
二
十
四
巻
第
二
号

セ

ー

ブ

ル

国

立

製

磁

所

を

見

る

同

第

四

号

千
九
百
二
十
五
年
巴
里
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
に
於
け
る
工
芸
構
想
の

主
潮
（
文
部
大
臣
へ
提
出
の
報
告
書
）
第
二
十
五
巻
第

一
号

同

（

続

き

）

同

第

二
号

帰
国
は
昭
和
二
年
一
月
十
七
日
で
、
直
ち
に
復
職
し
、
同
年
四
月
よ
り
「
エ

芸
史
」
「
東
洋
彫
刻
史
」
「
東
洋
美
術
史
」
授
業
担
当
と
な
っ
た
。
同
十
一
年

東
邦
美
術
協
会
発
行
の
田
辺
著
『
巴
里
か
ら
葛
飾
へ
』
に
は
上
記
の
留
学
中
の

事
柄
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

⑧

正
木
直
彦
校
長
の
支
那
旅
行

正
木
直
彦
は
大
正
十
三
年
十
二
月
十
九
日
、
外
務
省
対
支
文
化
事
務
局
主
催

南
支
旅
行
団
（
文
部
省
直
轄
学
校
教
授
二
名
、
生
徒
二
十
名
）
の
団
長
と
し
て

東
京
を
出
発
し
た
。
正
木
不
在
中
の
校
長
代
理
に
は
高
村
光
雲
が
任
命
さ
れ

こ。t
 こ

の
旅
行
に
つ
い
て
は
正
木
の
「
南
支
那
旅
行
談
」

日
国
華
倶
楽
部
総
会
に
お
け
る
講
演
の
筆
記
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十

る。

（
大
正
十
四
年

一
月
三
十
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⑨
 

帝
展
第
四
部
設
置
に
向
け
て
工
芸
界
に
は
活
発
な
動
き
が
起
き
て
き
た
が
、

左
記
は
そ
の
新
し
い
工
芸
の
動
き
の
前
夜
に
あ
た
る
時
期
に
在
学
し
た
上
田
幹

-
（
大
正
十
五
年
図
案
科
卒
業
）
の
回
想
記
で
あ
る
（
数
字
は
漢
数
字
に
統

-
）
。私

が
東
京
美
術
学
校
の
図
案
科
に
入
学
し
た
の
は
大
正
十
年
で
、
卒
業
は

十
五
年
で
あ
っ
た
。
当
時
は
入
学
し
た
四
月
か
ら
七
月
ま
で
は
予
備
科
と
い

っ
て
、
ほ
ん
と
う
の
一
年
生
に
な
れ
る
の
は
九
月
の
新
学
期
か
ら
で
、
従

っ

て
そ
の
後
の
四
年
間
が
本
科
、
残
り
の
九
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
は
卒
業
製

作
期
と
な
っ
て
い
た
。
私
達
は
月
謝
二
円
五
十
銭
の
最
後
の
学
生
（
次
年
度

か
ら
倍
の
五
円
）
だ
か
ら
、
手
続
上
め
っ
た
に
落
第
は
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
な
ど
と
呑
気
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
者
が
い
た
。
そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら

震
災
前
後
の
図
案
科

上
海
、
寧
波
、

京
、
鎮
江
、

マ

カ

オ

澳
門
、
香
港
、
台
湾
を
経
て
同
十
四
年

一
月
二
十
六
日
下
関
に
上
陸
、
翌
二
十

七
日
帰
京
し
た
。

昭
和
六
年
五
月
に
至
っ
て
外
務
省
文
化
事
業
部
は
『
中
華
民
国
教
育
其
他
ノ

施
設
概
要
』
を
発
行
す
る
。
本
学
附
属
図
書
館
に
も
一
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
は
「
正
木
直
彦
氏
寄
贈
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
正

木
の
視
察
旅
行
の
成
果
も
含
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

上
海
、
屡
門
、
油
頭
、

香
港
、
広
東
、

香
港
、

二
月
二
十
一
日
長
崎
を
出
航
、
翌
二
十
二
日
上
海
到
着
後
、

上
海
、
蘇
州
、
南

和
四
十
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

正
木
ら
は
十

巻
第
八
号
所
載
）
が
あ
り
、
ま
た
、

正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
第
一
巻
（
昭

近
代
デ
ザ
イ
ン
運
動
史
な
ど
と
、

お
こ
が
ま
し
く
も
い
え
た
も
の
で
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
今
改
め
て
考
え
て
み
る
と

一
部
に
は
そ
う
し
た
よ
う
な
動

き
が
あ
っ
た
気
も
す
る
の
で
、
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
て
み
た
い
。

美
術
学
校
が
開
校
し
た
の

は
明
治
二
十
二
年
で
あ
る
が
、
図
案
科
は
二
十

九
年
に
創
設
さ
れ
、
す
べ
て
英
国
式
に
よ
っ
て
教
育
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ
た

が
、
実
技
の
先
生
に
は
提
灯
屋
が
迎
え
ら
れ
た
と
か
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
私
が
入
学
し
た
当
時
、
図
案
科
は

一
部
と
二
部
に
分
れ

一
部
は

工
芸
図
案
二
部
は
建
築
と
な
っ
て
い
て
、
建
築
は
大
正
十
二
年
に
建
築
科
と

し
て
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

何
と
い
っ
て
も
学
校
の
性
格
上
美
術
至
上
で
、
入
学
式
の
当
日
美
術
品
的

偉
容
を
し
た
超
一
流
の
教
授
連
が
並
ぶ
前
で
、
正
木
校
長
は
「
諸
君
の
中
か

ら
た
っ
た
ひ
と
り
で
も
良
い
、
優
れ
た
美
術
家
が
生
れ
て
呉
れ
れ
ば
云
々
」

の
お
話
し
を
聞
い
て
、
発
憤
す
る
よ
り
お
や
っ
と
照
い
た
も
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
私
は
東
京
の
工
芸
学
校
の
木
材
工
芸
科
を
卒
業
し
て
き
た
者
で
あ

る
か
ら
、
美
術
と
工
芸
の
区
別
は
多
少
な
り
と
も
承
知
し
て
い
る
つ
も
り

で
、
工
芸
の
仕
事
が
純
美
術
の
仕
事
と
比
べ
て
別
の
意
味
が
あ
る
こ
と
位
は

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

一
緒
に
し
て
い
わ
れ
る
ほ
ど
美
術
本
位
の
ア
カ
デ

ミ
ー
教
育
に
徹
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
日
が
た
つ
に
従
っ
て
わ
か
っ
て

き
た
。

従
っ
て
そ
う
し
た
空
気
の
中
か
ら
型
の
変
っ
た
学
生
が
出
て
く
る
の
は
当

然
で
、
学
生
の
一
部
に
デ
カ
ダ
ン
的
な
存
在
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
敢
て
街

う
者
か
或
い
は
一
種
の
反
動
的
気
分
を
紛
ら
す
者
で
、
大
方
の
者
は
学
校
を

中
心
に
打
込
ん
で
い
た
。

工
芸
部
に
は
図
案
科
の
他
に
、
彫
金
科
、
鍛
金
科
、
鋳
金
科
、
漆
工
科
と
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